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生活クラブでは原原材材料料のの調調達達かからら生生産産、、流流通通、、消消費費、、廃廃棄棄にに至至るるすすべべててのの過過程程で 

安安全全・・健健康康・・環環境境をを最最大大限限にに尊尊重重し、消費材 10 原則に基づく「「自自主主基基準準」」を 

つくっています。詳しくは生活クラブ連合会の Web サイトから➡➡➡ 

 

今回は、生活クラブが許容する食品添加物の必要性と、 

消費材を直に入れたり包んだりしている容器包装の安全性について調べてみました。 

生生活活ククララブブがが許許容容すするる食食品品添添加加物物とと容容器器包包装装のの安安全全性性  

共同購入のページ 

２ 

生生活活ククララブブのの食食品品添添加加物物にに対対すするる考考ええ方方  

「疑わしきは使わず」という方針のもと、「原則不使用」とし、製造上どうしても外せない品目

に限り、安全性を確認した上で、例外的に使用を認めています。  

  

食食品品添添加加物物がが使使わわれれてていいるる消消費費材材とといいええばば？？  

 

例えば… 

 

 

 生生活活ククララブブのの豆豆腐腐とと市市販販のの豆豆腐腐のの原原材材料料をを比比較較ししててみみままししたた。。  

    “食品添加物を使用している”といってもこんな違いがありました。 

豆 腐 
豆乳を固めるためには 

食品添加物が必要！ 

第１弾はこちらから➡ 

たまて箱 6 月号 

生生活活ククララブブのの豆豆腐腐  

原材料：国産大豆 100％／凝凝固固剤剤（（ににががりり**））  

  

  

＊凝固剤（にがり）：天然の粗製海水塩化マグネシウム 

市市販販のの安安いい豆豆腐腐  

原材料：大豆(主に輸入)／複数の人工凝凝固固剤剤**、、  

乳乳化化剤剤、、・・消消泡泡剤剤  

 

＊凝固剤の例：硫酸カルシウム(澄まし粉)、塩化カルシウム、

グルコノデルタラクトン(ＧＤＬ)など 

凝凝固固剤剤：豆腐は豆乳のタンパク質を凝固させて作るため凝固剤が必要です。 

生活クラブは天然のにがりを使用。天然のにがりは固める力が弱いため、 

豆乳の中に十分なタンパク質が必要なので、濃い豆乳を使います。 

市販品に多く使われる人工の凝固剤は薄い豆乳でもしっかり固まるので、 

安く大量生産できます。 

  

消消泡泡剤剤：豆腐の原材料である大豆に含まれるサポニンという成分は水に溶かして混ぜると泡立つ 

のが特徴。泡があるとおいしい豆腐ができないので、生活クラブの豆腐は大量の泡が 

あふれないように、温度を管理しながら泡が自然に消えるのを待ちます。時間はかかり 

ますが「添加物はできるだけ使わない」方針から不使用。 

消泡剤を使えば作業効率は上がるので市販品では多く使われています。 

消費材の豆腐について 

もっと詳しくはこちら⇒ 

たまて箱バックナンバー2025 年 9 月号 

添添加加物物、、ななぜぜ使使うう？？何何をを使使うう？？使使わわなないい？？  

使わざるを得ない添加物も 

きちんと選んでいるのね！ 



  

  
  

容容器器包包装装もも安安心心・・安安全全！！？？  

共同購入のページ 

３ 

生活クラブでは、食品そのものの添加物だけでなく、食品が直接触れる容器・包装 

（プラスチックフィルム、缶、びんなど）に対しても、独自の安全基準を設けています。 

缶缶  

缶の内側のコーテイング材から環境 

ホルモンが溶け出す心配がない素材

を使用。 

ププララススチチッックク容容器器  

安全性に不安のある添加物が中身の食

品に移染しない包材を使用。 

環境ホルモンが発生する疑いが 

ある添加物は不使用。 

びびんん容容器器  

保存性に優れ、化学物質やニオイが食品に 

移行する心配がないびん容器を優先的に使用。 

ララッッププ・・フフィィルルムム材材  

燃やしてもダイオキシンが発生しない 

素材、レンジで温める際に環境ホルモン 

が発生する疑いがある添加物は不使用。 

イインンキキ（（イインンクク））  

パッケージの裏面などに印刷される 

インキは、食品や環境に有害な物質を 

含まない「環境対応型インキ」を優先 

的に使用。 

紙紙容容器器  

森林認証制度を受けた紙や再生紙など環境に 

配慮した紙を優先的に使用。 

容器の紙自体を白く見せるための 

「蛍光増白剤（蛍光染料）」は、食品への移行 

リスクや安全性を考慮し、食品に直接触れる 

ものには不使用。 

接接着着剤剤  

化学物質やニオイが食品に移行する心配がない接着剤のみを使用。 

リユースびん（R びん）の使用により、フィルムを貼り合わせる 

接着剤の使用そのものを根本から削減。 

生活クラブは食品添加物の基準だけでなく、容器や包材も独自の安全基準で管理しています。

缶やプラスチック、接着剤、ラップは、環境ホルモンや有害物質が溶け出さない素材を厳選。

紙の蛍光増白剤は不使用で、インキも環境対応型。食品を包む袋ひとつにもきちんと関心を持

つことが、私たちの健康な暮らしや環境を守る一歩になりますね。 










